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研究成果の概要（和文）：実行機能とは、目標到達のために行動を制御する能力である。子ども期における実行
機能は後の学力や他者理解能力を予測するため、この能力の個人差がいかに生み出され、その個人差が後のいか
なる行動に影響するかの理解は急務である。本研究では、行動実験および近赤外分光法などの発達認知神経科学
的手法を用いて以下の2点を検討した。第1に、養育行動が、子どもの動機付けを介して実行機能の神経基盤であ
る外側前頭前野の働きに影響を与える過程を明らかにした。第2に、実行機能が向社会的行動に寄与する過程と
その神経基盤を解明した。以上のことから、実行機能の個人差が生まれる過程や社会的行動に与える過程が明ら
かになった。

研究成果の概要（英文）：Executive function is the ability to control behavior in order to achieve 
goals. Because executive function in childhood predicts later academic achievement and the ability 
to understand others,  we need to understand how individual differences in this ability are 
generated and how these individual differences affect later behavior. In this study, we examined the
 following two points using developmental cognitive neuroscience methods. First, we clarified the 
process by which parenting behavior affected the lateral prefrontal cortex, the neural basis of 
executive function, through children's motivation. Second, we elucidated the processes and neural 
basis of the contribution of executive function to prosocial behavior. These studies clarify the 
developmental process of executive function in childhood and provide important perspectives for 
supporting the development of executive function.

研究分野： 発達心理学

キーワード： 実行機能　前頭前野　向社会的行動　養育行動　動機づけ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
実行機能とは、目標到達のために行動を制御する能力であり、子ども期における実行機能は後の学力や他者理解
能力を予測することが知られている。そのため、この能力の個人差がいかに生み出され、その個人差が後のいか
なる行動に影響するかの理解は重要である。我々の研究により、養育者の笑顔などの社会的な報酬が子どもの動
機付けを高め、実行機能の神経基盤である外側前頭前野の働きに影響を与える過程を明らかにした。また、実行
機能が向社会的行動およびその神経基盤である外側前頭前野と関連していることを示した。これらの検討は、子
ども期の実行機能の発達過程を明らかにし、実行機能の発達支援へ重要な視点を提供する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

実行機能は，目標到達のために行動を制御する能力であり，具体的には，行動を抑制する

能力や認知的柔軟性などから構成される(Garon et al, 2008)。近年の研究から，実行機能が高

い子どもは，そうではない子どもよりも，幼児期や児童期以降における学力や他者理解に優れ

ることが繰り返し示されている(Diamond, 2013)。そのため，幼児期における実行機能の個人差

がいかに生み出され，実行機能が子どもの後の発達にいかに影響を与えるかは，子どもの発

達に関するもっとも重要な問題の一つとなっている。 

代表者らは，これまでの研究で，社会的場面における実行機能の発達機

序について検討してきた。その結果，乳幼児期の親の養育行動が幼児期の

実行機能の発達を促し，その実行機能が子どもの後の社会的行動を促すこ

とを示した。 

だが，これまでに示したのは，これらの変数間の相関関係にすぎず，発達

機序がいかなるものかは明らかではない。本研究では，これらの研究を進展

させ，養育行動が実行機能を介して向社会的行動に与える発達機序はいか

なるものかという問いを，発達認知神経科学的手法で検討した（図 1）。 
 
２．研究の目的 

本研究では，養育行動が実行機能を媒介して向社会的行動に与える発達機序を発達認知

神経科学的手法によって解明することを目的とした。特に，以下の 2 つの目的があった。 

【目的 1】養育行動が子どもの実行機能の発達に及ぼす発達機構の解明 

 これまでの研究から子どもの自律性を尊重する支援的養育行動は実行機能の発達を促進

することが示されている。本研究では，これらを進展させ，養育行動が実行機能の発達に及ぼ

す生物学的機構を明らかにする。 

 具体的には，支援的養育行動が子どもの課題への動機付けを高める点を検討する。成人の

研究から，他者の笑顔などの社会的報酬は，脳内で報酬処理を担う線条体の活動を高めるこ

と，線条体の活動を高めると外側前頭前野の活動が高まることが示されている(Izuma et al., 

2008; Kouneiher et al., 2009)。これらから，支援的養育行動は子どもの動機付けを高め，それ

が外側前頭前野の活動を高めるという仮説を検証した。 

【目的 2】実行機能が向社会的行動に及ぼす発達機構の解明 

幼児期の実行機能と後の社会的行動との関連が示されているが，その発達機序は明らか

でない。代表者の研究などから，幼児における実行機能の神経基盤は外側前頭前野であるこ

とが示されている(Moriguchi & Hiraki, 2013)。向社会的行動については，幼児を対象にした

研究はほとんどないが，成人を対象にした研究から外側前頭前野などの関与が示唆されてい

る(Hu et al., 2016)。本研究では幼児期におけるこれらの領域の活動とその機能的関連を検証

した。 

 

 

 
 
 
 
 



 
３．研究の方法 
【研究 1】養育行動が子どもの実行機能の発達に及ぼす発達機構の解明 

本研究では，支援的養育行動が子どもの動機付けを高め，それが外側前頭前野の活動

を高めるという仮説を検証した。この研究では，5－6 歳児 25 名を対象に，実行機能課

題である Go/Nogo 課題時における，動機付けと外側前頭前野の活動や実行機能との関

係を探った。Go/Nogo 課題では，ある刺激（ゾウ）が提示されたら反応（Go 試行）を

し，別の刺激の場合（トラ）は反応をしてはならない（Nogo 試行）。       

この課題において，正答すれば，社会的報酬として養育者の笑顔写真，不正答ならば

中立顔写真が提示される。このような社会的報酬の条件と，非社会的報酬（シール）条

件，および，統制条件（四角の刺激）を比較した（図 2）。脳活動は近赤外分光法(NIRS)

を用いて外側前頭前野の活動を計測・解析した。 

図 2.研究 1 の概要 
 

【研究 2】実行機能が向社会的行動に及ぼす発達機構の解明 

実行機能が向社会的行動に及ぼす影響を行動実験および近赤外分光法を用いて検討

した。31 名の 5-6 歳児に，実行機能課題と向社会的行動の課題を与えた。実行機能課題

は研究 1 と同じ Go/Nogo 課題を用いて，向社会的行動の課題については，子どもは自

分の持つ資源（ステッカー）を匿名の他者に分配するかを調べる分配課題を用いた（図

3）。さらに，統制課題として，子ども自身が向社会的行動をするのではなく，他者の向

社会的行動を判断する課題も与えた。 

図 3.研究 2 の概要 
 
 



４．研究成果 
【研究 1】養育行動が子どもの実行機能の発達に及ぼす発達機構の解明 

実験の結果，社会的報酬の条件では，非社会的報酬の条件や統制条件よりも，外側前

頭前野の活動が強くなることが示された（図 4）。つまり，養育者の笑顔は，子どもにと

っての報酬となり，課題に対する動機づけが高まったため，課題遂行に必要な実行機能

の神経基盤である外側前頭前野の活動を高めたと考えられる。 

 
図 4.研究 1 の結果 

 
【研究 2】実行機能が向社会的行動に及ぼす発達機構の解明 
 実験の結果，実行機能課題時においても，向社会的行動の課題時においても，外側前
頭前野に活動が見られた。具体的には，子ども自身が向社会的行動をする課題時には前
頭前野の活動が見られたが（図 5, Study 1）,他者の向社会的行動の判断する課題におい
ては，活動は見られなかった（図 5, Study2）。 
 

 
図 5.研究 2の結果 

 

【総括】 
我々の研究により，養育者の笑顔などの社会的な報酬が子どもの動機付けを高め，実

行機能の神経基盤である外側前頭前野の働きに影響を与える過程を明らかにした。また，
実行機能が向社会的行動およびその神経基盤である外側前頭前野と関連していること
を示した。これらの検討は，子ども期の実行機能の発達過程を明らかにし，実行機能の
発達支援へ重要な視点を提供する。 
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